
第四期としての有機的建築（都市寄生型建築）

-1880 年代から現代に至る曲線曲面建築の系譜を通して -

今から 14 年後の 2030 年。新しい有機的建築のスタイルを考える ...



０１.　 研究目的 _ 有機的建築の方向性

　近年、技術の進歩に伴い曲線・曲面建築がより身近な存在

となってきた。曲線や曲面を持つ建築は、有機的建築として

多種多様な思想と形態によって表現されてきた。チャールズ・

ジェンクスによって「約 40年ごと、近代建築は ‘有機主義’

のコンセプトとスタイルを立ち返る」という説が述べられて

いる。

　以上の仮説より、1910 年 -1950 年を【第一期 : 模倣】、

1950 年 -1990 年を【第二期 : 合理性】、1990 年 -2030 年を【第

三期 : 創造 /脱構築主義】、と大まかに分類できると仮定する。

　

　本論では、【第一期 : 模倣】、【第二期 : 合理性】、【第三期 : 創

造 /脱構築主義】の三つの時代ごとに分析し、　40周年説を

証明する。そして、第四期となる 2030 年以降の有機的建築

を推測し、提案を行う。

 ０２.　 分析対象

　　曲線・曲面を意匠的に用いた建

築が現れ始める 1880 年から現代に至

る、全377個の建築を分析対象とする。

 ‘ M
odern architects flirt w

ith the concept and style o
“organicism

”
... [e]very forty years or so ’ .   Charles Jencks 

■1889 年 

「カーソン・ピリー・スコット・ストア」

設計者：ルイス・サリヴァン

場所：USA イリノイ州シカゴ
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■1882- 年　モデルニスモ建築 

「サクラダファミリア」

設計者：アントニオ・ガウディー

場所：スペイン・バルセロナ

▼ 有機的建築の変遷（1880 年 - 現在）（分析対象：全 377 作品）
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【 

第
一
期 

】
模
倣

【 

第
二
期 

】
合
理
性

【 

第
三
期 

】
創
造/
脱
構
築
主
義

ルイス・サリヴァン ルドルフ・シュタイナー
アルヴァ・アアルト

ル・コルビュジェ

フレデリック・キースラー

フランクロイド・ライト

アントニオ・ガウディー

ヴィクトル・オルタ

ミノル・ヤマサキ

ピエール・ネルヴィ

フェリックス・キャンデラ

エーロ・サーリネン

エラディオ・ディエステ

オスカー・ニーマイヤー

アルヴァロ・シザ・ヴィエイラ

レンゾ・ピアノ

サンティアゴ・カルトラバ

サミン＆パートナーズ（フィリップ・サミン）

ノーマン・フォスター /フォスター＆パートナーズ

モンシェ・サフディ

ザハ・ハディド

フランク・ゲーリー

ダニエル・リベスキンド
コープ・ヒンメルブラウ

マリオ・ボッタ

ピーター・
   アイゼンマン

ホセ

ツヴィ・ヘッカー

EMBT

BIG

ニコラス・グリムショー

渡辺節 /（村野藤吾）

坪井善勝 /丹下健三

磯崎新
村野藤吾

槇文彦

黒川紀章

隈研吾

遠藤秀平

原広司

坂茂

SANAA/ 妹島和世 /西沢立衛

中村拓志

中原佑二

伊東豊雄

■1908 年 - 1915 年

「コロニア・グエル教会」

設計者：アントニオ・ガウディー

場所：スペイン・バルセロナ郊外

構法：シェル構造　素材：煉瓦

■1898 年   

「オルタ邸（現オルタ美術館） 」

設計者：ヴィクトル・オルタ

場所：ベルギー　ブリュッセル

■1889 年 

「オーディトリアム・ビル」

設計者：ルイス・サリヴァン

場所：USA イリノイ州シカゴ

■1913-1922 年 

「第一ゲーテアヌム」

設計者：ルドルフ・シュタイナー

場所：スイス バーゼル

・工法：木（基壇のみ RC）

■1956-1962 年 

「TWA エアーターミナル」 

設計者：エーロ・サーリネン

場所：USA N.Y

■2015 年 

「ワールド・トレード・センター駅」 

設計：サンティアゴ・カルトラバ

場所：USA NY

■1958-1962 年 

「ダレス国際空港」 

設計者：エーロ・サーリネン

場所：USA ワシントン

・工法：

コンクリート・シェル構造　

吊り＆逆シリンダーシェル　

・素材：コンクリート

■1952 年 

「国際連合本部ビル」 

設計者：オスカー・ニーマイヤー

場所：USA ニューヨーク

・素材：鉄筋 コンクリート

■1973 年 

「シドニーオペラハウス」 

設計者：ヨーン・ウッツォン　

場所：シドニー

■1958 年 

「ソチミルコのレストラン」 

設計者：フェリックス・

        キャンデラ　

場所：メキシコ

■2001 年 

「ミルウォーキー美術館」 

設計：サンティアゴ・カルトラバ

場所：USA　ウィスコンシン州

■2004 年 

「プリツカー・パビリオン」 

設計者：フランク・ゲーリー

場所：USA　イリノイ州　シカゴ

・素材：チタニウム

■2006-2010 年 

「8 スプルース・ストリート」

設計者：フランク・ゲーリー

場所：USA　NY

・素材：チタニウム

■1920-1924 年 

「アインシュタイン塔」

設計者：エーリッヒ・ミルでゾーン

場所：ドイツ　ポツダム

■1943-1959 年 

「ソロモン・R・グッケンハイム美術館」 

フランク・ロイド・ライト

場所：USA N.Y

■1933 年 

「ヴィープリの図書館」 

設計者：アルヴァ・アアルト

場所：ロシア ヴィープリ

■2013 年 

「東大門デザインプラザ 」

設計者：ザハ・ハディッド

場所：ソウル

■1938 年 

「ジョンソンワックス社」

設計者：フランク・ロイド・ライト

場所：アメリカ　ウィスコンシン州ラアシン

・構法：無梁版（むりょうばん）構造

（別名マッシュルーム構造）　

・素材：鉄筋 コンクリート



 ０３.　 分析方法   【分析Ⅰ】

建築家は有機的建築を植物や彫刻、機能などを用いて表現する。それらを大まかに下記の五つ、[ 模倣 ][ 創造 ][ 応答 ][ 経年 ][ 合理性 ] に分類する。

【第一期 : 模倣】、【第二期 : 合理性】、【第三期 : 脱構築主義】と定義できることを証明するために、377 の分析対象を以下の分析シートに当てはめていく。

▲模倣の種類
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0

50

100

【第一期】 【第二期】 【第三期】

188
0
189

0
190

0
191

0
192

0
193

0
194

0
195

0
196

0
197

0
198

0
199

0
200

0
201

0
（年）

該
当

数
（
％

）

構造形態 機能（光 , 動線 ,etc）

第二期 :

構造形態の重視

第三期 ： 機能性の重視の増加

第一期 ：

合理性 最低時期

　　　←装飾性が高い

年代 建築名 所在地 設計者 Ⅰ. 曲線 ・ 曲面建築の分類
計画年

1956 1962

竣工年 模
(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i) (j) (k) (l)

創 応 経 合

TWA USA E.Saarinen ◯ ◯- - - - - - - - - -

Ⅰ. 曲線 ・ 曲面建築の分類

応答 経年 合理性模倣 創造

(a) 植物 (b) 生物 (c) 自然 (h) 周辺環境 (i) 構造体 (j) 偶然性 (k) 機能

光・動線

(l) 構造形態(d) 人体 (e) 物 (f) 現象 (g) 彫刻
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第一期 ： 模倣が減少

　　　　　　合理性増加

第三期 ： 創造が増加 / 模倣の低迷

第二期 ： 合理性が増加

▲ 曲線・曲面建築の分類（該当件数割合）

Ⅰ-１.　1880 年から 10年単位で、[ 模倣 ][ 創

造 ][ 応答 ][ 経年 ][ 合理性 ] の該当数の変化を

分析。

Ⅰ-３.　1880年から10年単位で、[合理性 ]

の種類 [(k) 機能 (l) 構造形体 ] の該当数の割

合（%）の変化を分析。

Ⅰ-２.　1880 年から 10年単位で、[ 模倣 ] の種類

[(a) 植物 (b) 生物・動物 (c) 自然 (d) 人体 (e) 物 (f) 現

象の該当数の割合（%）の変化を分析。

次に以下の三つの手順で分析結果を見ていく。



 ０３.　 分析方法   【分析Ⅱ: 曲線 ・ 曲面建築の構成】

A≧A’：包含　A’
A

有機的建築の構成を、[ⅰ. ボリュームの組み合せ ][ⅱ. 曲線・曲面形状 ][ⅲ. 素材 ][ⅳ. 建築の規模 ] の四つに分類（図３) し、分析対象の分類分けを行う。（表２）

分析対象を以下の分析シートに当てはめていく。

分析対象を以下の分析シートに当てはめていく。

Ⅱ. 曲線 ・ 曲面建築の構成
中規模小規模 （身体）小規模 （装飾） 大規模

形体種類 仕上 構成 形体種類 仕上 構成 形体種類 仕上 構成

自由 自由コ コ// ガ 板板自由 コ---- 板 壁 屋根/壁 屋根/窓 家具

形体種類 仕上 構成

A A-B A-A’ A＋B A＋A’

年代 建築名 所在地 設計者
計画年

1956 1962

竣工年 組み合わせ

ストラクチャー
RC◯◯- - - - - - - - -

素材

TWA USA E.Saarinen
A≧A’A≦B A≧B A＞B A＜B A＞A’

Ⅱ. 曲線 ・ 曲面建築の構成

ⅰ. ボリュームの組み合せ

A-B：並列 A＋B：介入

A＋A’：追加

A：単独

A≦B：包含　 A≧B：包含

A＞B：支持 A＜B：支持

A-A’：並列

A≧A’：包含　

A＞A’：支持

BA A’A B

A

A’
A

A

BA B
A

B

A B

A

A’
A

A

A’
A/A’

B　 : 曲面無

:曲面有

Ⅱ. 曲線 ・ 曲面建築の構成

ⅱ. 曲線 ・ 曲面形状

素材の構成ストラクチャー

仕上材

自由曲面 幾何学

ⅲ. 素材

パネル 折板 積層線形

板状 隆起格子 面合わせ

⑴:ガウス曲率（負）：/双曲放物面 /鞍型 /カテノイド

⑵:ガウス曲率（正）：球型 /楕円放物線

⑶:ガウス曲率（0）：円筒形 /円錐形 /平板形 /波形

⑷:ガウス曲率（正負）:: 円環形 /波形推動形

木 /コンクリート /メタル /煉瓦 /石 /ガラ

ス /アルミ /竹 /布 /ETFE フィルム /プラス

チック /チタニウム /タイル /etc.

木構造 /メイソンリー構造 /CB 造 /S 造

/RC 造 /SRC 造 /PRC 造 /LGC 造 /PC 造 /

鋼管構造 /etc.

ⅳ. 規模

小規模 （装飾） 小規模 （身体）

動線

高層

家具窓角装飾

中規模 大規模

インテリア 駅・空港広間住宅

▲曲線・曲面形状▲ボリュームの組み合せ

A＋A’A＋BA-A’A-BA A≦B A≧A' A≧B A＞B A＜B A＞A' （組み合わせ合計数 - 建築数）= 差数
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第二期 ： 「A: 単独」が急激に増加

組み合わせの種類の増加「A≧A': 包含」が多い傾向

第三期 ： 「A≧A': 包含」が増加

組み合わせを複数多用
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第一期 ： 自由曲面が多い

　　←装飾性が高い

Ⅱ-１.　1880年から10年単位で、[組

み合わせ ] の種類の該当数の変化を

分析。

Ⅱ-２.　1880 年から 10年単位

で、[ 曲線・曲面形状 ] の種類の

変化を分析。

Ⅱ-３.　1880 年 -1910 年 / 第一期 /第二期 /第三

期のそれぞれにおいて、素材の [《A》構成 ][《B》

仕上材）] の割合を、曲線・曲面の規模ごとに分析。

A＋A’：追加A’
A

▲ 素材（【A】構成 /【B】仕上材）

パネル積層格子面合板状隆起 折板 線形 木 コンクリート 金属 煉瓦 石 ガラス ステンレス 布 タイル

【A】構成　（a: 装飾 b: 身体 c: 中 d: 大） 【B】仕上材　（a: 装飾 b: 身体 c: 中 d: 大）

【第一期】 【第二期】【第三期】1880-1910（年）
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次に以下の三つの手順で分析結果を見ていく。



 ０４.　 分析結果

Ⅰ-１: 分類　[ 模倣 ][ 創造 ][ 応答 ][ 経年 ][ 合理性 ]

分析Ⅰ・Ⅱ

[ 模倣 ]最多

[植物 ]最多

[人体 ]の増加

[構造形体 ]最低

[機能 ]多い

[A≧A': 包含 ][A: 単

独 ][A＋B: 介入 ]増加

《A》[隆起 ]

《B》[メタル ][ 石 ] 多い

《A》[線形 ]増加傾向 《B》[コンクリ

ート ]多い /[ ステンレス ][ 木 ] 増加

《A》[板状 ]多い

《B》[コンクリート ]多い

[自由曲面 ]多い [幾何学 ]多い [自由曲面 ]多い

[構造形体 ]増加

[A: 単独 ]増加 [A≧A': 包含 ][A＋B: 介入 ]増加

種類の多様化 [動物・生物 ][ 自然 ][ 物 ] 増加傾向

[構造形体 ]多い

[機能 ]増加傾向

[合理性 ]最多 [模倣 ]最多予想

[創造 ][ 応答 ]増加傾向

Ⅱ-１: 組み合せ

Ⅱ-２: 形状

Ⅱ-３: 素材（《A》構成 /《B》仕上材）

Ⅰ-３: 合理性の種類

Ⅰ-２: 模倣の種類

【第一期】
1910 年 -1950 年

【第二期】
1950 年 -1990 年

【第三期】
1990 年 -2030 年

以上の分析により、【第一期 : 模倣】【第二期 : 合理性】と定義できる。そして、【第三期 : 創造】ではなく、【第三期 : 模倣】になると予測される。

　また、第四期の有機的建築として、①[ 模倣 ] に代わり、増加傾向にある [ 応答 ]、②[ 構造形体 ] に加え [ 機能 ] を曲線・曲面に表現、③[ 幾何学 ] 的な形体の再来、④[ 板状（面）] の継続 /⑤[A≧A': 包含 ][A＋B: 介入 ]

の可能性 などを推測する。

Ⅰ-１: 分類　[ 模倣 ][ 創造 ][ 応答 ][ 経年 ][ 合理性 ]

分析Ⅰ・Ⅱ

《A》[ 板状 ] の継続

《B》[ コンクリート ][ 木 ]

《A》[ 板状 ]

《B》[ コンクリート ]

[ 模倣 ] に代わり、[ 応答 ]

の増加

[ 応答 ] ： 周辺環境　

[ 物 ] ： 首都高速道路　

[ 機能 ] ： 動線

[A≧A': 包含 ]　A: 道路、A’: 建築

[A＋B: 介入 ]   A: 道路、B: 建築

[ 自然 ] や [ 物 ] への模

倣の増加

[ 機能 ] 重視の再来

[A≧A': 包含 ][A＋B: 介入 ] の

可能性 : 既存の曲面の利用

[ 自由曲面 ] の継続

[ 幾何学 ] 的構成

[ 自由曲面 ] ： 動線

[ 幾何学 ] ： 扇形

Ⅱ-１: 組み合せ

Ⅱ-２: 形状

Ⅱ-３: 素材（《A》構成 /《B》仕上材）

Ⅰ-３: 合理性の種類

Ⅰ-２: 模倣の種類

【第四期】
2030 年 -2070 年

【第四期 :提案】

◀第一期・第二期・第三期の特徴

◀第四期としての有機的建築の可能性 /提案



　近年、周辺環境の自然を模倣し、周辺環境に [ 応答 ] するよう

な有機的建築を設計することが増加傾向であることが分析よりわ

かった。

　そこで、周辺環境に [ 応答 ] しつつ、既存の曲線・曲面の形状

に重なり合って完成する寄生（寄与）型建築を、第四期の有機的

建築として仮定し、提案を行う。

 ０５.　Project 【都市寄生 （寄与） 型建築】  Site 【首都高速 4 号新宿線　高架下】

 【形態操作】Program 【都市型レジャー施設としての有機的建築】

▲形態のダイアグラム

軌道 ( 円弧 ) の利用緩やかな動線

分解
変形

構造

道路に合わせて巻く

[ 合理性 ]
機能

[合理性 ]

[ 模倣 ] [ 組み合せ ]

[ 応答 ]首都高速の
曲線・曲面

道路の構造体として

AB
[A＋B: 介入 ]
既存の曲面に介入

植物（葉・花）
緑道の中間点として

動線（車・自転車・歩き） 光

A
A’

[A≧A': 包含 ]

　敷地には国土交通関東地方整備局が現存する他、駐車場が隣接し、真上

には立体的に動線が交錯している。騒音や遮光、排気ガスによって、住環

境としては適さない。しかし、一歩、大通りから入ると、代々木緑道があ

り、閑静な場が続く。

　近年、車は水素などを使用した環境に優しい物へと進化してきた。その

ため、より私たちの生活と車は身近なものになり、建築形態も変化すると

予想できる。

車と人間の建築を考える際、動線が重要となる。用途はパーキング・サー

ビスエリアを想定し、動線に付随するように設計を行う。また、一般道の

利用者と首都高速道路の利用者が利用できる『都市型レジャー施設』を提

案し、宿泊施設やスポーツを行う場を設ける。

　提案では [ 物 ] としての人工物の曲線・曲面に [ 応答 ] することを目的とする。対象として、近代のレガシーである首都高速道路の美しい曲面に

着目する。[ 首都高速 ] に応答する建築を設計することで、レガシーの存続のあり方をも考える。

　敷地は首都高速 4号新宿線の高架下とする。

建築形態の操作として、まず首都高速道路の曲線を軌道（円弧）として分解し、既存の道路の曲線

に合わせて変形する。[ 合理性 ] に対しては、道路の構造体や、動線（空間を繋ぐ連続性）として機

能を持たせる。また、敷地は緑道の中間点にあり、樹木の芽や花を [ 模倣 ] することで、象徴性を形

態に持たせる。[ 組み合せ ] の提案として、[A＋B: 介入（A: 曲面有 /B：曲面無）] の Aを既存の道路

とし、Bをボリュームとして挿入させる。[A≧A': 包含 ] の A’ として、円弧を変形させた曲面を用いる。

▲　既存建物と既存の曲面

▲　代々木緑道

首都高の真下 ( 国土交通関東地方整備局 )

首都高の曲面

梁の曲面

既存建物

現在

2030 年

緑地 首都高速 4 号新宿線 敷地

敷地

初台駅
首都高速 4 号新宿線

西新宿ジャンクション
代々木緑道



提案 ： １F

　1Fでは、車・自転車・人の三種類の動線によって空間を仕切る。

①車動線 　　: 一般道から車を引き込む動線によって、楕円形のような空間が生まれる。ここには Shop を設け、車の動線と類似する

　　　　　　  ようなモノの展示の仕方を提案した。また、車動線の隙間に花びらのような構造体を挿入した。（パース①）

②自転車動線 : 四角の Box を貫くように自転車の動線を配置した。一階や二階に駐輪場を設けることで、敷地全体を巡る様にレスト         

　　　　　　 ランやスポーツ施設、読書空間を利用することができる。一種のサイクリングロードとなっている。

③人動線 　　: 人の動線は、車・自転車の動線の隙間を抜けるような動線となっている。車動線の下をくぐり抜け、Shop の空間に辿       

　　　　　　  りついたり、車動線の隙間に挿入された花びらから溢れる光によって人の空間が照らされる。（パース②）

▲① Shop　Hall: 花びらのような構造体によって、温かな光が場を包み込む。

▲②　駐車場へのアクセス :花びらが、車の動線を誘導するように開く。

1 F   P l a n  （ 1 / 5 0 0 ）

Hall

Hall

Gymnasium

Bouldering Area

Restroom

Restroom

Shop（Backyard）
H=2500

Shop（Backyard）
H=2500

Shop
H=4500

Courtyard

Plaza
GL－2500

Cycling Road

Plaza
GL±0

Shop

①

②

④
③

（GL±0）

Stage

Cafe

Kitchen

Backyard

Information Desk
（Lodging）

information desk

Spa

Backyard

Kitchen

Counter

Counter

Bicycle-Parking Space

Bicycle-parking space

Locker Room

Restaurant
H=4500
GL±225

Lounge
H=4500
GL±0

Entrance

A A’

5m 15m 30m

⑤　



▲③　交差点より :花びらのゲートが目に留まる。

▲③　交差点より　宿泊棟方向への見え ▲⑤　外観 2: 車によって建築のファサードが構成される。

▲④　外観 3: 花びらのような構造体が道路を支える。



▲⑦　広場への視線 :一般道から駐車場へ向か途中、円形の広場の様子が伺える。

▲⑥　Shop、駐輪場

駐輪場

レストラン

2 F   P l a n  （ 1 / 5 0 0 ）

Bouldering Area

Information Desk
（Parking）

UP（GL＋3000）

（GL＋3000）

（GL＋3000）

（GL＋3000）

Parking（Vehicular Road）

Bicycle-Parking
GL＋4500

Void

Void
(Light / Ventilation)

Bicycle-Parking

Reading Room
GL＋3000

Shop
GL＋4500

Lounge
GL＋3000

Nap Room

⑦

5m 15m 30m

⑥

　2Fでは、駐輪場がレストランの上に配置され、交差点を望むことができる。（パース④）

また、一般道から駐車場へ向かう途中、円形の広場の様子を伺うことができる。（パース⑤）

提案 ： ２F



Parking
GL+9000

Bouldering Area

GL+9000

3 F   P l a n  （ 1 / 5 0 0  ）

UP(GL±13000)
UP(GL±173mm)(S=75)

Parking

Nap Room
H=3500
GL±17500

Reading Space
GL+9000

GL+9000

▲⑨　高速道路から読書空間への見え :高速道路を走り去るとき、ふと人の姿が目に留まる。

▲⑧　高速道路より :駐車場や宿泊施設が見え、ゲートをくぐると、建築内へと自然に誘導される。

⑧

⑨

5m 15m 30m

　3Fは、首都高速道路と同じ高さに位置し、寄生型建築への入り口でもある。首都高速から、駐車場や宿泊施設を望みながら建築内

へと入っていく。（パース⑧）

　また、車は、読書空間などの横を通ることで、人の姿が一瞬目に留まるかもしれない。（パース⑨）

提案 ： ３F



4 F   P l a n  （ 1 / 5 0 0 ）

Restaurant
H=3500
GL±17500

Kitchen
H=3000
GL±17500

Bouldering Area

Reception

Stuff Room

Hotel
H=3500
GL±2485.8

Hotel

Restroom
Lounge

Reception
H=3750
GL±13496.3

Terrace

　4Fには、八の字のループ状の宿泊施設が首都高速道路上に浮かぶようにある。男性と女性用の寝室が、八の字の両端に位置し、首

都高速道路を望むことができる。また、宿泊施設上の屋根を出て、散策することも可能。

　

▲⑩　宿泊棟と首都高速道路 :八の字のループのような宿泊施設は、回遊的な場となっている。

5m 15m 30m

⑩

提案 ： ４F



Lounge
H=6500
GL±4790

Lounge
H=6500
GL±4790

Parking
H=6500
GL±12485.8

Parking

5 F   P l a n  （ 1 / 5 0 0 ）

▲⑪　ボルダリングスペース :花びらのような壁は、光を取り入れることに加え、上下の空間を繋ぐ役割を果たす。

▲⑫　外観 1: 首都高速道路から伸ばした道は、建築と絡み付く。花びらのような構造体に道路が支えられ、浮いたように見える。

⑪

⑫

5m 15m 30m

⑬

　1Fから上階まで、花びらのような構造体が上下階をつなぎ、壁面はボルダリングに利用されている。5Fには休憩室とトイレが花び

らと花びらの間に設置されており、ボルダリングの利用者と駐車場の利用者が使用できる。また、5Fからは、ボルダリングを行う様

子を見ることができる。

　

提案 ： ５F



スポーツ

ボルダリング

展望

高速道路

高速道路

高速道路 高速道路

駐車場

駐車場

駐車場

ラウンジ

駐輪場

レストラン

デッキ 宿泊施設宿泊施設

ホール

27146

34800

8
0
0
0

1
7
0
0
0

3
7
4
0
0

2
6
4
0
0

A - A ’    S e c t i o n  （ 1 / 500 ）

よく観察してみると、私たちの身の回りには多くの美しい曲線・曲面がある。

　　　　　　そこに、うまく応答すれば、新しい未来の建築形態が見えてくるのではないだろうか。

▲⑬　花びらが四角の Box を貫いたり、Box の中で咲くような造形となっている。

　　　車動線の上に設けた屋根は、人の動線やテラスの役割を果たす。


